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平成24年３月８日（木曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○議案第56号 平成23年度宮崎県一般会計補正

予算（第６号）

○議案第68号 地方警察職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条

例

○議案第74号 宮崎県高等学校等生徒修学支援

基金条例の一部を改正する条例

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

○その他報告事項

・平成23年中の交通事故情勢について

・宮崎県立高等学校教育整備計画（案）につい

て

・県立高校生の就職状況について

出席委員（７人）

委 員 長 河 野 哲 也

副 委 員 長 後 藤 哲 朗

委 員 中 野 一 則

委 員 横 田 照 夫

委 員 外 山 衛

委 員 井 上 紀代子

委 員 有 岡 浩 一

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 鶴 見 雅 男

警 務 部 長 久 米 一 郎

警務部参事官兼 宮 下 貴 次首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 上久保 岩 男

刑 事 部 長 椎 葉 今朝邦

交 通 部 長 長 友 重 德

警 備 部 長 日 髙 昭 二

会 計 課 長 古 屋 圭一郎

警務部参事官兼 武 田 久 雄警 務 課 長

生活安全部参事官兼 松 井 宏 益生活安全企画課長

生活安全部参事官兼 山 内 敏地 域 課 長

総 務 課 長 鬼 塚 博 美

少 年 課 長 野 辺 学

交 通 規 制 課 長 杉 山 勝 朗

運 転 免 許 課 長 坂 元 正 宏

教育委員会

教 育 長 渡 辺 義 人

教 育 次 長 亀 田 博 昭（ 総 括 ）

飛 田 洋
教 育 次 長
（教育政策担当）

山 本 真 司
教 育 次 長

（教育振興担当）

総 務 課 長 安 田 宏 士

政 策 企 画 監 髙 田 昌 宏

参事兼財務福利課長 福 永 展 幸

学 校 政 策 課 長 長 濱 美津哉

学 校 支 援 監 中 野 通 彦

特別支援教育室長 武 富 志 郎

教 職 員 課 長 川 畠 達 朗

生 涯 学 習 課 長 津 曲 睦 己

スポーツ振興課長 田 村 司

文 化 財 課 長 田 方 浩 二

人権同和教育室長 中 原 邦 博



- 2 -

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 本 田 成 延

政策調査課主査 藤 村 正

ただいまから、文教警察企業常○河野委員長

任委員会を開会いたします。

まず、委員会の日程についてであります。お

手元に配付いたしました日程案のとおりで御異

議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それではそのように決定いたし○河野委員長

ます。

次に、議案第68号における人事委員会の意見

についてであります。

。お手元に配付してある資料をごらんください

これは、地方公務員法第５条第２項の規定に

基づき、議会は人事委員会の意見を聞くことと

なっており、その回答でありますので、参考に

お配りしております。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

当委員会に付託されました議案等について、

本部長の説明を求めます。

おはようございます。警察○鶴見警察本部長

本部関係、本日もどうかよろしくお願い申し上

げます。

東日本大震災の発生から間もなく１年になり

ます。被災地では、一部復興の兆しも見えてい

るやに聞いておりますけれども、まだまだ多く

の課題を抱え、また復興までには多くの時間を

要するものというふうに思われます。

県警におきましては、発生直後から特別派遣

部隊を編成いたしまして、数多くの警察官を被

災地に派遣いたしまして、救援活動、治安維持

活動等に当たらせてまいりました。この２月１

日からは、警察官４名を岩手県警に長期出向さ

せまして 特別出向ということで現地の治安―

活動に当たらせているところでございます。県

内におきましても、まだまだ新燃岳の噴火、そ

れから日向灘沖地震等、大規模災害の懸念がた

くさんある地域がございます。県警挙げて万全

を期してまいる所存でございます。委員長初め

委員の皆様方におかれましては、警察活動全般

にわたりまして、また御指導・御支援を賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。

本日、御審議をいただきたい案件につきまし

ては、議案といたしまして 「平成23年度宮崎県、

一般会計補正予算 、そして「地方警察職員の特」

」殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例

の２つの議案、そして、その他の報告といたし

まして 「平成23年中の交通事故情勢」について、

の３件でございます。それぞれ担当部長のほう

から概略の説明をさせますので、よろしく御審

議のほどをお願い申し上げます。

私からは以上でございます。

本部長の概要説明が終了いたし○河野委員長

ました。

初めに、議案に関する説明を求めます。

それでは、平成23年２月定例○久米警務部長

県議会提出の議案第56号「平成23年度宮崎県一

般会計補正予算（第６号 」の公安委員会関係に）

つきまして御説明いたします。

お手元の平成23年度２月補正歳出予算説明資

料の455ページをお開きいただきたいと思いま

す。

まず初めに、今回の補正の概要を御説明いた

します。
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補正額の欄が－６億1,776万1,000円となって

おりますが、この内訳といたしましては、退職

予定者の増加に伴う退職手当の増額、車両燃料

費単価の上昇による車両維持費の増額、受講者

数の見込み増に伴う高齢者講習委託料の増額な

ど、当初予算の増額が＋１億5,178万7,000円、

また、給与条例の改正に伴う給料の支給額の引

き下げ、給料の支給額引き下げに伴う期末・勤

勉手当の減額、その他の物件費の入札残等の減

額など、当初予算の減額が－７億6,954万8,000

円となっておりまして、差し引きで、公安委員

会、一般会計、警察本部に係る補正６億1,776

万1,000円の減額をお願いしております。

今回の補正によりまして、公安委員会の補正

後の予算額は、恩給及び退職年金費を除きまし

て、273億7,026万9,000円となります。

それでは、今回の補正の内容を科目別・事項

別に御説明いたしますので、説明資料の459ペー

ジをお開きください。

まず、上段の左側の会計、科目、事項の欄を

ごらんください。

（会計）一般会計 （款）警察費 （項）警察、 、

、（ ） 、（ ） 、管理費 目 公安委員会費 事項 委員報酬

補正額－41万7,000円であります。この減額は、

公安委員の報酬に基礎報酬と日額報酬が導入さ

れたことによる執行残であります。

次に （事項）委員会運営費、補正額－117、

万6,000円であります。この減額は、公安委員会

運営に要する経費の執行残であります。

次に （目）警察本部費 （事項）職員費、補、 、

正額－３億7,543万6,000円であります。これは

。職員の人件費の執行残等に伴う補正であります

具体的には、先ほども御説明いたしましたが、

給与条例の改正に基づく給料の支給額の引き下

げ、これに伴う期末・勤勉手当の減額、さらに

、 、は 職員の勤務実績見込みによる休日勤務手当

夜間勤務手当等の諸手当の不用見込み額であり

ます。

次に （事項）運営費、補正額＋7,334万1,000、

円であります。これは、警察職員設置に要する

、経費の退職者数の増等に伴う補正でありまして

その主なものは、番号２の退職手当＋１億3,000

万円、次の460ページに移りまして、番号10の警

察業務電算化推進事業－3,857万9,000円であり

ます。

459ページの番号２、退職手当の増額は、当初

予算では、定年退職者64名、希望退職者等12名

、 、の合計76名を見込んでおりましたが 実際には

定年退職予定者の中に、前年度末に定年前で退

職した者等が出たことから、定年退職者は62名

に減ったものの、希望退職者等が34名にふえ、

合計96名の見込みとなり、その不足額でありま

す。

460ページの番号10、警察業務電算化推進事業

の減額は、警察内で構築しています警察ネット

ワークで使用するパソコン端末等のリースの入

札残等であります。

次に、その下をごらんください。

目 装備費 事項 装備費 補正額－3,648（ ） 、（ ） 、

万8,000円であります。これは警察機動力及び警

察装備の計画的整備充実強化と装備活動に要す

る経費の執行残等に伴う補正でありまして、そ

の主なものは、番号２の警察活動用車両維持費

＋744万7,000円、番号８の警察ヘリコプター更

新に伴う航空警察活動事業費－3,566万7,000円

であります。

番号２の警察活動車両維持費の増額は、車両

用ガソリンなどの単価が上がったことによる燃

料費の不足見込み額であります。

番号８の警察ヘリコプター更新に伴う航空警
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察活動事業費の減額は、警察ヘリコプターの点

検整備用の消耗品費や備品購入費の入札残等で

あります。

、（ ） 、（ ） 、次に 目 警察施設費 事項 警察施設費

補正額－5,091万6,000円であります。これは警

察施設の計画的整備と適正な維持管理に要する

経費の執行残に伴う補正でありまして、その主

なものは、次の461ページに移りまして、番号５

のその他警察庁舎及び宿舎維持管理費－3,942

万5,000円であります。これは、警察本部庁舎、

運転免許センター及び警察学校並びに県下13警

察署の清掃委託や機械設備、電気設備等の保守

委託契約に係る入札残等であります。

次に （事項）警察署庁舎建設費、補正額、

－5,309万9,000円であります。これは警察署庁

舎建設に要する経費の執行残による減額であり

まして、内容は日向警察署庁舎建設に伴う工事

費の入札残であります。

、（ ） 、（ ） 、次に 目 運転免許費 事項 運転免許費

補正額－1,510万4,000円であります。これは、

運転免許試験及び各種講習その他運転免許事務

処理に要する経費の補正でありまして、その主

なものは、番号６の指定自動車教習所等に対す

る仮免許事務委託料－525万5,000円、番号８の

道路交通法に伴う講習体制整備事業費＋630万円

であります。

番号６の指定自動車教習所等に対する仮免許

、 、事務委託料の減額は 仮免許取得者見込み数が

当初見込んでいた人数よりも減少する見込みで

あることから、単価契約である委託料の不用見

込み額であります。

番号８の道路交通法に伴う講習体制整備事業

費は、高齢者講習委託事業と違反者・処分者講

習委託事業に係る経費であります。このうち、

高齢者講習委託事業につきまして、受講者見込

み数が、当初見込んでいた人数よりも増加する

見込みであることから、高齢者講習委託料を増

額するものであります。

次に （項）警察活動費 （目）警察活動費、、 、

事項 一般活動費 補正額－１億4,336万6,000（ ） 、

円であります。

次の462ページをごらんください。

これは、一般警察活動、刑事警察活動、生活

安全活動及び交通警察活動等警察活動全般に要

する経費の執行残に伴う補正でありまして、そ

の主なものは、番号１の警察電話専用料等警察

電話通信費－2,000万円、番号５の被留置者経費

－1,107万5,000円 番号24の安全・安心パトロー、

ル事業－2,387万1,000円、番号27のその他の警

察活動経費等－3,702万3,000円であります。

番号１の警察電話専用料等警察電話通信費の

減額は、警察電話の回線数見直しや公用携帯電

話の通話料金プランの見直しによる不用見込み

額であります。

番号５の被留置者経費の減額は、延べ被留置

者数が当初見込んでいた人数よりも少なくなる

見込みであることから、被留置者給食費等の不

用見込み額であります。

、番号24の安全・安心パトロール事業の減額は

緊急雇用創出事業臨時特例基金の活用事業とし

て実施いたしました安全・安心パトロール事業

委託料を一般競争入札により契約した際の入札

残であります。

番号27のその他警察活動経費等の減額は、各

事業に属さない警察活動全般に必要な経費を計

上しているものでありまして、一般活動旅費等

の不用見込み額、科学捜査研究所の鑑定機器の

再リースによる執行残等であります。

次に （事項）交通安全施設維持費、補正額、

－1,774万円であります。この減額は、交通安全
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施設維持管理に要する経費の執行残に伴う補正

でありまして、信号機電気料の不用見込み額や

交通管制センターや信号制御機等の保守委託料

の入札残等であります。

次に、463ページをごらんください。

事項 交通安全施設整備事業費 補正額＋264（ ） 、

万円であります。これは、交通安全施設整備事

業に要する経費の国庫補助決定等に伴う補正で

ありまして、その主なものは、番号１の信号機

新設、道路標識及び道路標示等整備費＋501

万4,000円、番号２の信号機等デザインポール共

架整備費－450万円、番号３の円滑化対策事業

＋302万6,000円であります。

番号１の信号機新設、道路標識及び道路標示

等整備費と番号３の円滑化対策事業は、いずれ

も国庫補助の対象となる事業でありますが、国

庫補助の決定額が当初見込んでいた額より多く

なったことに伴い事業費を増額するものであり

ます。

番号２の信号機等のデザインポール共架整備

費の減額は、信号機のデザインポール共架整備

工事の入札残であります。

次に、議案第68号「地方警察職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を改正する条例」につ

いて御説明いたします。

本条例につきましては、現在、警察職員が著

しく危険、不快、不健康または困難な勤務その

他著しく特殊な勤務に従事した場合には、特殊

勤務手当を支給しているところですが、その根

拠となるものでございます。

お手元に配付しております資料１をごらんい

ただきたいと思います。

番号１の改正理由から御説明いたします。

昨年３月11日に発生いたしました東日本大震

災におきましては、多数の警察職員が被災地に

おける災害警備等作業に従事しておりまして、

これらの職員に対し、特殊勤務手当として、災

害警備等作業手当を支給しております。

ところが、今回の東日本大震災の被災地にお

ける災害警備等作業は、その危険性や困難性か

ら、これまで例のない過酷な作業を伴うもので

ありまして、また、福島第一原発事故が発生し

たことにより、放射線量の高い危険な区域にお

ける災害警備等作業を強いられるなど、現行の

災害警備等手当では、これらの危険性や困難性

等に十分に見合った手当を支給することが困難

となりました。そこで、国は昨年６月、東日本

大震災に対処するための特殊勤務手当の特例に

関する人事院規則を制定いたしまして、災害警

備等作業手当の特例措置を設けて、災害警備等

作業に従事する警察職員の労苦に報いることが

できるように改正を行いました。この改正に基

づき、本県の警察職員にも国と同様の措置が早

期に講じられるよう、地方警察職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部改正をお願いするもの

であります。

番号２の改正点について御説明いたします。

改正内容については、国の改正内容に準じた

ものであり、１点目は、東日本大震災に対処す

るための災害警備等作業手当の加算措置であり

ます。これは、東日本大震災の被災現場におい

て、警察職員が、災害警備等作業に引き続き５

日以上従事した場合の長期の作業の危険性や困

難性等を考慮し、従事したすべての日を対象と

して日額手当を倍額（1,680円）とするものであ

ります。

２点目は、福島第一原発の周辺の放射線量の

高い現場における作業の危険性や不健康性等を

考慮して、警戒区域等の一定のエリア内の作業

、 、に従事した職員に対し 屋外や屋内の別により
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、お手元の資料の一覧表に記載されているとおり

その危険度に応じた手当を支給するものであり

ます。

最後に、番号３の施行期日等について御説明

いたします。本条例が承認された場合は、公布

の日から施行し 平成23年３月11日にさかのぼっ、

て適用することにしております。

以上であります。

議案に対する執行部の説明が終○河野委員長

了いたしました。質疑はありませんか。

退職手当のことですけれども、予○井上委員

想したよりも希望退職者が多かったということ

ですが、これには何か原因みたいなものがあり

ますか。

この理由でございますが、例○久米警務部長

えば、育児に専念したい、もしくはほかの職業

に転身したい、もしくは親の介護等々、人それ

ぞれ、本当に個人的にさまざまな理由でござい

まして、一概にこれといった理由を申し上げる

ことは困難でございます。たまたまこういう人

数になったと、そういう個々の事情の方々がお

やめになるという、そのトータルの人数がこう

なったということでございます。

重ねて言うようなことでもないか○井上委員

もしれないんですけど、職場環境がちょっと悪

、 、かったとか そういう原因があるのかないのか

ちょっと気になったものですから、それでお聞

きしただけなんですけれども、予定よりも20人

多いというのは、非常にすごいことではないの

かなとちょっと思ったものですから、それでお

聞きしたところでした。今のような事情だとい

うことですね。わかりました。

被留置者経費、約1,100万入ってい○外山委員

ますが、これは要するに、主にかかるのは食費

。 。とかいうことですかね 内容は留置者の食事代

被留置者に○宮下警務部参事官兼首席監察官

つきましては、年間何名ぐらい入るかというこ

とで、過去５年間の平均をとっております。こ

れが３万5,000人でございまして、現在、本年度

２万4,000人ということで若干予定より少ないと

いうことで、この数になっております。以上で

あります。

ということは、犯罪が少し減った○外山委員

ということも言えるのかと思いますし、またあ

るいは 軽微な犯罪が多くて 留置期間が短かっ、 、

たということもあるの。どうなんですかね、そ

ういうものの兼ね合いは。

そのとおり○宮下警務部参事官兼首席監察官

でございます。犯罪の減少傾向と逮捕を必要と

する事件の減少ということが言えるかと思いま

す。

もう１点よろしいですか。条例改○外山委員

正ですけれども、これは他県の県警あたりでも

同じような動きがあるんですかね。

そうでございます。国が改正○久米警務部長

して以降、すべて今回当県でこれが認められた

場合、全県ということになります。

ちなみに、自衛隊もこういう動き○外山委員

があるんでしょうかね。もちろん全然管轄外だ

けれども、自衛隊の……わかりますか。

詳しくは存じ上げておりませ○久米警務部長

んが、そのように聞いております。

もう１点だけ、例えば、今回条例○外山委員

改正しますよね。施行するんだけれども、適用

は１年前からと、こういう事例というのはよく

あるんですか。特例ですか、今回限り。

ほかにもそういう例はありま○久米警務部長

す。

もちろん適用してもいいんですけ○外山委員

どね。いいんだけれども、こういう事例がある



- 7 -

のかなと思ったものですから。施行は24年です

よね。さかのぼって適用というのはあるんです

かね。条例としてあるのかなと思って。特例な

んですかね、これは。

給料が減額になった場合に、○古屋会計課長

４月にさかのぼるとか、そういうのは通常あり

ます。我々の給料も４月にさかのぼって下げら

れますので、それと同じような考えでございま

す。

了解しました。わかりました。○外山委員

２点ほどお尋ねしたいと思います○有岡委員

が、463ページにあります交通安全施設の災害対

策強化事業費ということで、予算の段階でよく

見ていなかったものですから、90万円の残があ

るということですが、主にどのような災害対策

強化の事業があるのか、お尋ねしたいと思いま

す。

信号機に制御盤というのがご○長友交通部長

ざいますけれども、それが例えば大雨、あるい

は大震災で浸水してとまった場合に、自動的に

信号機が動くような、24時間ぐらい動くという

ような災害対策とか、そういうのをやっておる

わけですけれども、その関係で、この場合は執

行残という形で考えております。

了解しました。○有岡委員

もう１点ですが、第68号の議案に関係するこ

とですが、こういった国の制度の中で、条例の

改正ということで理解する中で、費用的な問題

というよりも 今回４人の派遣もしていらっしゃ、

るようですが、震災に伴う、よくＰＴＳＤです

か、こういったものを心配するという報道があ

るわけですけれども、今、警察署の方が行かれ

た中で、そういった広域的な、行ったことによ

るＰＴＳＤのような症状なり苦しんでいらっ

しゃるというような実態があれば、11月にもお

尋ねしたことでありますが、現状を教えていた

だきたいと思います。

東日本大震災、この派遣者に○久米警務部長

対するメンタルケアのお話ですが、帰県後にお

きまして派遣者のストレスチェックを実施して

。 、 、おります その後は 管理監督者を対象とした

これは主としてラインケアでございますけれど

も、それを中心としたメンタルヘルス研修会、

さらには各署ごとに全署員を対象として主にセ

ルフケアを中心としたメンタルヘルス研修会等

を実施いたしまして、ストレス対策を実施して

おります。派遣者につきましては、また近く、

時間を置いた段階で、またさらに個別の健康調

査、これも実施することとしております。それ

は第一次的には保健師のほうでストレスチェッ

クを見まして、その中でストレスぐあいの高い

人、希望者については、産業医につなぐという

形をとっておりますが、現在のところ、派遣者

に関連して問題のある職員は認められません。

どうぞ今後ともそういったメンタ○有岡委員

ル面のケアというものをまた取り組んでいただ

ければありがたいと思っております。

議案についてよろしいでしょう○河野委員長

か。

次に、その他の報告事項に関する説明を求め

ます。

それでは、平成23年中の交通○長友交通部長

事故情勢につきまして、お手元に配付しており

ます資料２をもとに説明させていただきます。

まず、１の平成23年中の全国及び県内の交通

事故の発生状況についてでございますが、１の

表につきましては、昨年中の交通事故の発生状

況をあらわしたものでございます。

上の段が全国、下の段が県内の状況でござい

ますが、表の左から発生件数、死者数、死者数
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のうち高齢者数、そして負傷者数を前年と比較

して示しております。

昨年、全国におきましては、年間に69万1,936

件の交通事故が発生し、4,611人が亡くなり、85

万4,493人の方が負傷しております。発生件数に

つきましては、７年連続で減少し、平成４年以

来、19年ぶりに70万件以下となっております。

死者数につきましても、11年連続で減少してお

り、過去最高を記録しました昭和45年の１

万6,765人の３割以下となっておりまして、全国

的には交通事故は減少傾向にあるということは

言えると思います。

一方、県内でございますが、昨年、１万967件

の交通事故が発生しておりまして、49人の方が

亡くなり、１万3,097人の方が負傷されておりま

す。前年比でいきますと、発生件数、死者数、

負傷者数のすべてがわずかに減少し、特に死者

数につきましては、昭和30年以降で見ますと、

昭和31年の43人、平成20年の48人に次ぐ少ない

数となっております。

しかしながら、発生件数につきましては、平

、成21年から３年連続１万件を超えておりまして

負傷者数につきましても、同じく３年連続で１

万3,000人を超えております。県内の交通事故は

高どまりの状態にあると言わざるを得ない状況

にありますことから、交通事故の発生そのもの

を減少させることが重要な課題となっておりま

す。

また、県内の高齢化率につきましては25％を

超え、超高齢社会と言われていますが、昨年の

死者49人中、27人が65歳以上の高齢者で、55.1

％を占めており、全国平均の49.1％よりも高い

割合で推移しておりますので、交通事故の高齢

者対策も重要度がより増しているものと考えて

おります。

次に、２の全国及び県内の交通事故死者数の

推移でございます。

２のグラフでございますが、このグラフは、

平成14年から23年までの過去10年間の全国と本

県の死者数をあらわしたものでございます。

全国の死者数を棒グラフ、本県の死者数を折

れ線グラフであらわしておりますが、これを見

ますと、全国的には、年を経るにつれて減少し

ておりまして、県内におきましても、多少の増

減はあるものの、全国と同様に減少傾向にある

と言えます。

また、昨年中の県内におきます交通死亡事故

の主な特徴でございますが、そこに記載してあ

りますように、発生時間では、夜間における死

者が多いこと、道路形状では、交差点及び交差

点付近における死者が多いこと、死者の年代で

は、65歳以上の高齢者が全死者の過半数を占め

ること、事故原因では、前方不注意や動静不注

視、安全不確認のいわゆる「てげてげ運転」に

よる事故が多いこと、事故態様では、人対車両

によるものが多いことなどが挙げられます。

次に、３の交通（人身）事故発生件数の推移

でございます。

３の表は、平成14年からの過去10年間におき

ますところの本県と隣接県の大分県、熊本県に

おける人身事故の発生件数を比較したものでご

ざいますが、本県は、人口が本県と比べて余り

差がない大分県の約1.8倍と非常に高い状態にあ

ります。九州におきましては、福岡県に次いで

２番目、全国では17番目に多いという状況でご

ざいます。

また、昨年中の県内の人身交通事故全体の主

な特徴といたしまして、発生時間につきまして

は、午後５時から午後７時の間に多発している

ということ、道路形状では、交差点及び交差点
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付近が半数を占めていること、事故を起こしま

した主原因者につきましては、最も多いのが20

歳代、次が65歳以上の高齢者であること、事故

の原因では、前方不注意、動静不注視、安全不

確認によるものが74.0％と 交通死亡事故の42.9、

％より高いこと、事故類型では、追突事故が約

４割を占めていること、発生件数につきまして

は、先ほど申し上げましたように、大分県を初

め他の同規模県に比べて多いことなどが挙げら

れます。

最後に、交通事故防止のためにとっておりま

す４の警察の主な取り組みについてでございま

す。

まず （１）の高齢者宅の訪問指導、反射材の、

。普及促進等による高齢者対策の推進であります

超高齢社会を迎えております本県におきまし

ては、高齢者対策の密度をさらに高める必要が

あると考えておりますが、街頭における交通安

全のための保護活動や指導はもとより、警察官

や交通安全指導員による高齢者宅の訪問活動を

積極的に行い、高齢者個々の特性に応じた交通

安全教育を強化しますとともに、薄暮時や夜間

歩行中の死亡事故が多く発生している実態を踏

まえまして、反射材の普及促進と明るい服を含

めた着用の啓発を図ってまいりたいと考えてお

ります。

次に （２）の交通事故に直結する悪質な飲酒、

運転等交通違反取り締まりの強化についてでご

ざいます。

交通事故を防止するためには、運転者が緊張

感を保持しながら運転することが非常に大切で

ございまして、飲酒運転を初めとして、最高速

度違反や運転中の携帯電話使用等の悪質、危険

性の高い違反を重点に取り締まりを徹底したい

と考えております。

特に飲酒運転につきましては、昨年69件の飲

酒運転事故が発生して６人の方が亡くなってお

ります。また、検挙件数も487件になるなど、今

なお後を絶たない状況にありますことから、運

転者への酒類提供、運転者への車両提供、飲酒

運転車両への同乗違反も含めまして、強い決意

を持って飲酒運転の根絶を目指したいというふ

うに考えております。

最後に ３ の交通事故被害軽減のためのチャ、（ ）

イルドシート使用及びシートベルト着用の向上

でございます。

チャイルドシートの使用及びシートベルトの

着用が、交通事故発生時の被害を軽減するため

の有効な手段であることは申し上げるまでもあ

りませんが 昨年の一般道路における県内のチャ、

イルドシート使用率につきましては、39.0％と

全国ワースト４位、後部座席におけるシートベ

ルト着用率は、22.1％と全国ワースト５位で、

それぞれ全国平均より低調な結果となっており

ますことから、今後とも広報啓発活動や、指導

取り締まりを強化し、使用、着用の向上に努め

てまいりたいと考えております。

以上、昨年の交通情勢と交通事故防止対策に

ついて説明申し上げましたが、本年に入りまし

て、きのう現在、10名の方が亡くなっておりま

して 昨年同期に比べますとマイナス２人となっ、

ております。一時は、昨年同期に比べましてプ

、ラス６人と非常に急増した状況がありましたし

また、この10人の死者のうち、８人の方が65歳

以上の高齢者であったということなど、非常に

厳しい交通情勢にありますことから、引き続き

高齢者対策を最重要課題ととらえまして、交通

事故総量抑止のための諸対策を関係機関・団体

と連携を図りながら推進してまいりたいと考え

ております。
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以上でございます。

その他の報告事項に関する執行○河野委員長

部の説明が終了いたしました。質疑はありませ

んか。

事故発生件数の推移を見て ちょっ○横田委員 、

とびっくりしているんですけど、こんな急にふ

えてきているというのは、例えば以前は事故の

当事者同士で示談で済ませたものを全部ほとん

ど警察を通すようになったとか、そういうこと

も入っているんでしょうかね。

、○長友交通部長 詳細はわかりませんけれども

恐らくほとんどの事故関係が警察に届けておる

というふうに判断しております。

当然大分なんかもそうだろうと思○横田委員

うのですけれども、何でこんな差が出るのかな

と、判断は難しいでしょうけどね。

現在、大分のいろんな施策関○長友交通部長

係も含めて研究している段階なんでございます

が、大分のいわゆる「てげてげ運転」の関係が

うちよりは８％ぐらい低いという状況等もあり

ますので、やはり運転者の方の緊張感が足りな

、 、いのかなというところも含めまして 安全施策

教育面、あるいは取り締まり面でできるだけ街

頭に出て、運転手の方に緊張感を持たせた対応

をとっていただきたいというふうに考えており

ます。

私もびっくりしているんですが、○中野委員

例えば、物損事故、そういうことは比較・把握

はされておられないんですか。

。○長友交通部長 物損事故も把握しております

昨年が物損の事故が２万2,550件、その前年の

平成22年が２万2,395件、その前の21年が２

万1,107件ということで、物損事故につきまして

も、だんだんふえているという実態でございま

す。

。○中野委員 大分とかそんなのはありませんか

隣接県につきましては ちょっ○長友交通部長 、

と手元には資料がございません。

チャイルドシート使用についてお○有岡委員

尋ねしたいと思いますが 実際にチャイルドシー、

トが必要な車の中に、チャイルドシートを設置

してない、もしくは所有してないというような

実態もあるんだろうかと思うのですが、いかが

でしょうか。

チャイルドシートを使用され○長友交通部長

ない、あるいはまた購入されない方、いろいろ

とアンケート等もとったんですが、一番多いの

、が経済的にちょっと負担が大きいということと

子供さんがつけるのを嫌がるというようなこと

が非常に多かったんですね。確かに数万円する

ものもありますし、もうちょっとリサイクル店

、なんかに行けば安いものもございますけれども

県下の交通安全協会の各支部等におきまして、

約800台ぐらいの使用済みですけれども、チャイ

ルドシートを貸し出しをやっております。これ

は短期間、２カ月か３カ月なんですけれども、

それをぜひ使っていただきたいということで、

広報をやっているんですが、なかなかまだこれ

、の利用関係が少ないという状況もありますので

広報啓発活動もまた図っていきたいというふう

に考えております。

私たちが子供を育てるときには、○有岡委員

チャイルドシート購入のときの補助があった時

期があって、そのときに購入した経緯がありま

す。また今後もチャイルドシートの普及が進ま

ないということであれば、対策もまた考えない

かんがなというふうには思うのですが このワー、

、スト４位というのは余りにも悪いものですから

何らかの啓発が必要かなと感じました。以上で

す。
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その他何かございませんか。○河野委員長

けさの新聞に載っていたんですけ○横田委員

ど、例のストーカー事件ですよね。あれで警察

庁長官が各県警に対して、これまでの事件の見

直しと対応の見直しを何か訓示されたみたいな

ことが書いてありましたけれども、宮崎県警と

しては、どのような対応とかを考えておられる

んでしょうか。

今回、ストーカー事案○上久保生活安全部長

、で被害者の御親族が亡くなられたということで

大変遺憾なことだったと考えております。今回

の検証を受けまして、大きく５点ぐらい検証が

されております。１つは、危機意識があったの

かと。要するに、こういう恋愛感情のもつれで

男女間のトラブルによって殺人事件等に発展す

る、こういう認識が足りたのかなというのが１

点挙がっております。次に、ストーカー規制法

の運用上の問題、なぜ適用しなかったかという

ところ、さらには、警察署における組織的な対

応はどうであったのか。それから、他県、今回

の事案が被害者と行為者がそれぞれ違った県に

居住しておったということで、関係する県の連

携はどうであったのか、さらに警察本部が警察

署に対する指導等がどうだったのかという検証

の結果が出ておりますけれども、本県といたし

ましても、こういう恋愛感情も起因する男女間

のトラブルもありますし、ＤＶ、配偶者に対す

る暴力もあります。さらには児童虐待、高齢者

虐待ということで、人命に係る部分が多分取り

扱いがあるもんですから、警察本部といたしま

しては、やはり重大な事件に発展していく可能

性があるという認識をもう一回再認識させてい

きたいというものと、やはり法をしっかり適用

していこうというところですね。それとやはり

警察署における組織的な対応、相談は生活安全

、 、課で受けますけれども 事件を担当する刑事課

これはやはり署長を中心としてしっかり署のほ

うでの対応をやっていく。さらには、警察署と

本部とのしっかりした連携、さらには他県にわ

たる場合は、その他の本部との連携ということ

で、こういう対応をしっかりやって、今回のよ

うな事案が発生しないように、特に被害者、さ

らには親族の方の安全確保、これを第一に事件

検挙、さらには被害者の保護対策、これをしっ

かりやっていこうということで考えているとこ

ろでございます。

まだ事件に至ってない場合でのい○横田委員

ろんな捜査とか難しい問題がいっぱいあると思

うんですよね。でもやっぱり、これまでも相談

後、事件に発展してしまったというようなこと

もあったと思うのですけれども、警察と県民と

の信頼関係といいますか、それも非常に損ない

かねないと思いますので、慎重な対応をお願い

したいと思います。

よろしいでしょうか。○河野委員長

それでは、以上をもって警察本部を終了いた

します。執行部の皆様、お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時47分休憩

午前10時52分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

当委員会に付託されました議案等について教

育長の説明を求めます。

おはようございます。教育委員○渡辺教育長

会でございます。よろしくお願いいたします。

それでは、お手元の文教警察企業常任委員会

資料をお願いいたします。

表紙をお開きいただきまして、左側の目次を

ごらんください。
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今回御審議をいただきます議案は、議案第56

号「平成23年度宮崎県一般会計補正予算（第６

号 、議案第74号「宮崎県高等学校等生徒修学）」

支援基金条例の一部を改正する条例」の２件で

ございます。

また、その他の報告事項といたしましては、

１つに宮崎県立高等学校教育整備計画（案）に

ついて、２つに県立高校制の就職状況について

の２件でございます。

このうち、補正予算についてでありますが、

。目次の右にあります１ページをごらんください

今回、教育委員会の一般会計の補正予算は、

表の下の方、太線で囲んでおります合計の欄に

記載しておりますように、35億6,059万1,000円

の減額補正をお願いするものでありまして、補

正後の額は、1,082億5,287万円であります。

私からは以上でありますが、引き続き関係課

室長が説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。

教育長の内容説明が終了いたし○河野委員長

ました。

初めに、議案に関する説明を求めます。

それでは、平成23年度２月補○安田総務課長

正予算、総務課関係について御説明を申し上げ

ます。

お手元の平成23年度２月補正歳出予算説明資

料の総務課のインデックスのところ、ページで

言いますと、401ページをお願いいたします。

今回の補正は、一般会計１億2,711万3,000円

の減額補正をお願いいたしております。この結

果、補正後の額は、右から３番目の欄になりま

すが、31億682万4,000円となります。

以下、主なものについて御説明を申し上げま

す。

403ページをお願いいたします。

ちょうど真ん中あたり （目）事務局費の下に、

あります（事項）職員費の9,271万4,000円の減

額であります。これは、事務局職員の減等によ

るものでございます。

次に、404ページをお願いいたします。

一番下になりますが 事項 教育研修センター、（ ）

。 、費の1,858万6,000円の減額であります これは

説明欄の１運営費の中で、教育研修センターが

運営しております教育情報通信ネットワークシ

ステムにつきまして、その更新を今年度行いま

したが、これに伴う執行残等によるものでござ

います。

総務課関係は以上でございます。

財務福利課関係について○福永財務福利課長

御説明申し上げます。

平成23年度２月補正歳出予算説明資料の財務

福利課のインデックスのところ、407ページをお

願いいたします。

その一番上の行でございますが、今回の補正

は、４億4,216万2,000円の減額をお願いするも

のでございます。これによりまして、補正後の

額は 同じ欄の右から３列目でございますが 68、 、

億2,243万2,000円となります。

次に、補正をお願いいたします主な事項につ

いて御説明申し上げます。

資料の409ページをお願いいたします。

一番下の（事項）県立学校耐震対策事業費に

つきまして、2,611万6,000円の減額をお願いし

ております。これは耐震補強工事費の執行残に

よるものでございます。

次に、資料の410ページをお願いいたします。

一番上の（事項）育英事業費につきまして、

１億3,196万9,000円の減額をお願いしておりま

す。これは、育英資金貸与予定者の辞退や、貸

。与者の中途退学などによる執行残でございます
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上から２つ目の（事項）高等学校等育英資金

貸与事業基金積立金につきまして、１億2,914

万4,000円の減額をお願いしております。これは

主に独立行政法人日本学生支援機構の交付金に

つきまして、当初の見込み額10億円に対しまし

て、交付決定額が８億7,149万8,000円となりま

して、１億2,850万2,000円の補正減が生じたこ

とによるものでございます。

資料の411ページをお願いいたします。

上から２段目の（事項）高等学校等生徒修学

支援基金事業費につきまして、9,688万5,000円

の増額をお願いしております。これは、国の第

３次補正予算によりまして、基金が３年間延長

されたことによる国からの追加交付に伴うもの

でございます。また、基金の延長に伴います条

、 。例改正につきましては 後ほど説明いたします

資料の412ページをお願いいたします。

一番上の（事項）恩給及び退職年金費につき

まして、2,007万1,000円の減額をお願いしてお

ります。これは恩給等の支給対象者の減による

ものでございます。

資料の413ページをお願いいたします。

一番下の（事項）生徒増校等対策緊急整備事

業費につきまして、2,762万9,000円の減額をお

願いしております。これは次のページにありま

すとおり、宮崎東高等学校教室棟改築事業にお

ける工事請負費の執行残によるものでございま

す。

資料の415ページをお願いいたします。

一番下の（事項）文教施設災害復旧費につき

、 。まして 8,400万円の減額をお願いしております

これは本年度、教育施設のへの台風等の被害が

少なかったことによるものでございます。

続きまして、恐れ入りますけれども、常任委

員会資料の２ページをお願いいたします。

議案第74号「宮崎県高等学校等生徒修学支援

基金条例の一部を改正する条例」について御説

明いたします。

まず、１の改正の理由でございますが、これ

は国からの平成21年度高等学校授業料減免事業

等支援臨時特例交付金を受けて造成いたしまし

、た宮崎県高等学校等生徒修学支援基金について

当該基金の期限を平成24年６月末までとしてい

たところでございますけれども、このたび、国

の第３次補正予算におきまして、基金の期間を

３年間延長する旨の方針が示されたため、基金

の期間について定めます「宮崎県高等学校等生

徒修学支援基金条例」の一部を改正するもので

ございます。

次に、２の「改正の概要」でございますが、

、 、今回 基金を３年間延長することによりまして

基金条例附則に定めます条例の終期を「平成24

年６月30日」から「平成27年６月30日」に改め

るものでございます。

次に、３の「施行期日」につきましては、公

布の日となります。

財務福利課関係は以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いいたします。

。○長濱学校政策課長 学校政策課でございます

学校政策課の補正予算につきまして御説明いた

します。

歳出予算説明資料の417ページをお開きくださ

い。

学校政策課の補正額といたしましては、１

億883万7,000円の減額補正でありまして、補正

後の額は右から３番目でございますが、８

億4,588万7,000円となります。

それでは、その主な内容について御説明いた

します。

419ページをお開きください。
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まず （事項）県立高等学校再編整備費の説明、

欄の１、西諸県地区総合制専門高校設置事業

の991万4,000円の減額でございますが、これは

高原高校の農業における施設設備工事や、小林

秀峰高校農業科等の設置に伴う備品購入費等の

執行残であります。

次に （事項）学力向上推進費の1,924万4,000、

円の減額であります。このうち、説明欄の４、

少人数指導推進モデル事業の1,086万5,000円の

減額でございますが、これは県内の小学校に配

置する臨時的任用講師の人数が 予定していた70、

名から66名に４名減となったことによる報酬や

旅費の執行残であります。

次に、一番下の（事項）指導者養成費の3,886

万円の減額であります。

420ページをお開きください。

このうち 説明欄の５ 初任者研修事業の1,545、 、

万8,000円の減額でございますが、新規採用の職

員が校外の研修で不在となる期間に、その補充

として配置する非常勤講師の報酬や旅費等の執

行残でございます。

次に、421ページをごらんください。

一番上の （事項）就職支援活動促進費の説明、

欄１、新規学卒未就職者のスキルアップ支援事

業の1,197万9,000円の減額でございますが、こ

れはＩＣＴ活用の補助員や実験・実習補助員と

して県立高等学校等に配置した新規学卒未就職

者の人数が予定していた50名から47名に３名減

となったことや、任用途中で５名の就職が決定

し、退職したことによる報酬や旅費の執行残で

あります。

次に、ページをめくっていただいて422ページ

の（事項）学校安全推進費の1,040万9,000円の

減額であります。

このうち、説明欄の４、学校見守り支援事業

の999万6,000円の減額でございますが、これは

県内すべての小学校を対象に学校巡回指導員を

業務委託方式により配置するもので、警備会社

への業務委託料に係る入札残であります。

学校政策課は以上でございます。

特別支援教育室関係○武富特別支援教育室長

の補正予算につきまして御説明いたします。

歳出予算説明資料、特別支援教育のインデッ

クスのところ、423ページをお願いいたします。

一番左の欄になりますが、特別支援教育室の

補正額としましては、3,424万4,000円の減額補

正でありまして、補正後の額は、右から３番目

の欄になりますが、13億2,265万8,000円となり

ます。

それでは、主なものについて御説明いたしま

す。ページを１枚めくっていただきまして、425

ページをお願いいたします。

まず初めに、上から５段目 （事項）県立特別、

支援学校整備費の説明欄の１、特別支援学校高

等部設置事業の1,962万3,000円の減額でござい

ますが、これは平成25年４月の開校に向け、現

在準備を進めております児湯るぴなす支援学校

高等部設置に係る用地取得及び工事等の執行残

によるものでございます。

次に、その下の（事項）特別支援教育振興費

でありますが、1,462万1,000円の減額でありま

す。このうち、説明欄の４、特別支援学校医療

的ケア実施事業の527万1,000円の減額でござい

ますが、これは常時医療的ケアが必要な子供た

ちが安心・安全な学校生活を送るために、特別

、支援学校に看護師を派遣するものでありますが

病気による長期欠席等の理由により生じた看護

師派遣の委託料の執行残等によるものでござい

ます。

特別支援教育室は以上でございます。
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教職員課関係の補正予算に○川畠教職員課長

ついて御説明いたします。

平成23年度２月補正歳出予算説明資料の教職

員課のインデックスのところ、427ページをお開

きください。

一般会計24億5,048万8,000円の減額補正をお

願いしております その結果 補正後の額は 942。 、 、

億1,920万5,000円となります。

以下、主なものについて御説明いたします。

１枚おめくりいただきまして429ページをごら

んください。

まず、上から５段目の（事項）教職員人事費

でございますが、１億5,602万円の減額補正をお

願いしております。これは主に非常勤職員など

非常勤職員の報酬等につきまして、従事日数等

が当初の見込みより少ないことに伴いまして減

額するものでございます。

次に、中ほど少し下の小学校費の（事項）職

員費についてでございますが ８億6,043万8,000、

円の減額補正を、次の430ページになりますが、

同じく上から３段目の中学校費の職員費につき

まして５億9,085万4,000円の減額補正を、その

下の高等学校費の職員費につきまして、５億690

、 、万円の減額補正を 次の431ページになりますが

特別支援学校費の職員費につきまして２億2,826

万7,000円の減額補正をお願いしております。こ

れらの小・中・高・特別支援学校の職員費を合

計しますと、およそ21億8,000万円余の減額補正

となるところでございまして、これらは本年度

の給与の引き下げ改定や職員数の減少等に伴い

まして減額するものでございます。

教職員課は以上でございます。

。○津曲生涯学習課長 生涯学習課でございます

。今回の補正予算について御説明をいたします

歳出予算説明資料の生涯学習課のインデック

スのところをお願いします。433ページでござい

ます。

一般会計で上から２段目 左側の欄 １億3,424、 、

万6,000円の減額補正をお願いしております。そ

の結果、補正後の予算額は、右から３つ目にな

りますが、６億378万9,000円となります。

それでは、主なものにつきまして御説明いた

します。ページをおめくりいただき、435ページ

でございます。

まず、上から４段目の（目）社会教育総務費

につきまして1,317万2,000円の減額をお願いし

ております。主なものは、２つ目（事項）成人

青少年教育費の説明の欄にございます２の地域

ぐるみ子ども教育支援活動促進事業1,0 3 5

万7,000円でございますが、国と県から市町村へ

の補助を行いますが、交付額の確定に伴う減額

でございます。

次に、そのページの一番下の段 （目）図書館、

費につきましては、9,857万4,000円の減額をお

願いしております。

おめくりをいただきますと、一番上の段 （事、

項）図書館費の説明の欄にあります１、管理運

営費であります。372万6,000円の減額でありま

すが、これは図書館の清掃費委託料の入札残や

管理運営経費の節約などによるものでございま

す。

また、同じ欄の中に４、県立図書館空調設備

整備事業で9,063万4,000円の減額をお願いして

おります。これは図書館の空調設備の更新工事

におきまして、当初の設計段階では、冷房機全

体を取りかえることにしておりましたが、詳細

、 、設計を進める中で 修繕できるものについては

修繕をして使用することができるということに

なったことから、大幅な節約として減額を行う

ものであります。
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次に、下から２段目の（目）美術館費でござ

。 。います 2,250万円の減額をお願いしております

その主なものは、その下に（事項）美術館費

とありまして、２でございますが、管理運営

費1,273万2,000円の減額であります。これは美

術館の光熱水費など管理運営費の節約に伴うも

のでございます。

また、次の（事項）美術館普及活動事業費の

説明の欄３に特別展費、388万4,000円の減額が

ございます。これは、県立美術館で実施いたし

ました３回の特別展の会場設営費等の節約によ

るものでございます。

最後に、繰越明許費について御説明いたしま

す。恐れ入りますが資料が変わります。白い縦

長の冊子、表紙に「平成24年２月定例県議会提

出議案（平成23年度補正分 」と書いてあります）

冊子をお願いします。ページは漢数字で打って

あります。11ページであります。

それでは、その11ページを開いていただきま

すと、右側の表になるんですが、左側の欄に土

木費というのが５つ並んでおりまして、６番目

に教育費、その隣が社会教育費で、県立図書館

空調設備整備事業１億円の繰り越しをお願いす

るものであります。これは県立図書館の空調設

備更新工事におきまして、空調機器設備の設計

、 、や製作に日時を要し 工期が不足することから

繰り越しをお願いするものでございます。

生涯学習課は以上でございます。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。

それでは、スポーツ○田村スポーツ振興課長

振興課関係について御説明いたします。

歳出予算説明資料のスポーツ振興課のイン

デックスのところ、ページで言いますと439ペー

ジになるかと思います。

一般会計で8,129万7,000円の減額補正をお願

いするものでございます。その結果、補正後の

額は、ページの右から３列目になりますけれど

も、９億5,979万3,000円となります。

以下、主なものにつきまして事項別に御説明

をいたします。

442ページをお願いいたします。

ページの２段目にあります（事項）健康教育

指導費でございます。440万7,000円の減額補正

をお願いしております。主なものは５の心すこ

やか体いきいき健康教育推進事業における国庫

。委託決定等に伴う報償費等の減額でございます

同じページ、その下の（事項）保健管理指導

費でございます。505万9,000円の減額補正をお

願いしております。

主なものは、１の県立学校児童生徒に対する

保健管理指導費で、各種健康診断に係る経費の

執行残でございます。

次に、その下の（事項）学校安全推進費でご

ざいます。3,176万7,000円の減額補正をお願い

しております。これは１の日本スポーツ振興セ

ンター共済事業でありますが、学校の管理下に

、おける児童生徒の負傷や疾病などに対しまして

医療費等の給付を行う制度であります。給付金

の執行残を減額するものでございます。

次に、一番下の（事項）体育大会費でござい

ます。2,930万2,000円の減額補正をお願いして

おります。

次の443ページをお開きください。

これは主に１の国民体育大会経費の選手派遣

に係る経費の執行残でございます。

次に、その下の（事項）体育振興助成費でご

ざいます。370万2,000円の減額補正をお願いし

ております。主なものは、宮崎県体育協会に対

する管理運営補助金の執行残でございます。

スポーツ振興課は以上でございます。
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文化財課の補正予算につい○田方文化財課長

て御説明を申し上げます。

歳出予算説明資料の文化財課のインデックス

のところ、445ページをお願いいたします。

今回の補正は、一般会計で１億8,140万7,000

円の減額補正をお願いいたしております。この

結果、補正後の額は、右から３列目にあります

ように、５億3,642万2,000円となります。

以下、その主なものについて御説明申し上げ

ます。

１枚おめくりいただきまして447ページをお願

いいたします。

上の段 （事項）文化財保護顕彰費につきまし、

て、2,112万7,000円の減額をお願いいたしてお

ります。主な理由といたしましては、説明の欄

の５、西都原古墳群活用促進ゾーン整備事業に

おきまして、古墳群内の南に位置する第１古墳

群の整備を、国庫補助を活用して実施すること

としておりましたが、今年度は、東日本大震災

の影響により、必要な事業期間を確保できる時

、期までに事業決定がなされなかったことに伴い

平成24年度に事業を延期せざるを得なくなった

ことによる減額でございます。

次に、一番下の（事項）埋蔵文化財保護対策

費につきまして、１億4,754万円の減額補正をお

願いいたしております。

主な理由でございますが、３の農業水利・土

地改良事業発掘調査におきまして、九州農政局

で予定されておりました農業水利事業が用地選

定及び工事設計の変更によりまして、今年度中

に実施されなかったことによるもの、及び４の

国道発掘調査、５の東九州自動車道発掘調査に

おきまして、発掘調査の受託額が確定したこと

によるものであります。

国道及び東九州自動車道発掘調査は、事業者

であります国土交通省と西日本高速道路株式会

社から、県が委託を受けて実施しているもので

ありまして、経費は全額各事業者の負担となっ

ております。

当初予算の計上に当たりましては、事業者側

と協議を行う中で、事業者側から 「工事に支障、

のないよう、いつでも調査に着手できるように

準備をしておいてほしい」との要望があり、予

算化する時点での未買収地等を含んで最大限の

発掘調査量を見込んで積算をいたしますことか

ら、実際の調査面積は見込み量を下回る結果と

なることがございます。こうした経緯から、減

額補正をお願いするものでございます。

以上でございます。

人権同和教育室関係○中原人権同和教育室長

補正予算について御説明いたします。

平成23年度２月補正歳出予算説明資料の人権

同和教育室のインデックスのところ、451ページ

をお開きください。

一般会計で79万7,000円の減額補正をお願いい

たしております。この結果、補正後の額は右か

ら３列目にありますとおり、891万3,000円とな

ります。

主な内容について御説明いたします。

１枚めくっていただきまして、453ページをお

開きください。

上から５段目にあります（事項）人権教育総

合企画費で76万2,000円の減額補正をお願いいた

しております。これは、人権啓発資料作成に要

する印刷製本費等の執行残でございます。

次に （事項）人権教育連絡調整費でございま、

すが、３万5,000円の減額補正をお願いいたして

おります。これは、人権教育関係団体等との連

絡調整に要する執行残でございます。

以上でございます。
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議案に関する執行部の説明が終○河野委員長

了いたしました。質疑はありませんか。

何点かいいでしょうか。○井上委員

特別支援教室の関係で児湯るぴなす支援学校

の関係なんですが、この執行残になっているこ

れの中身について、もうちょっと丁寧に教えて

いただいていいですか。

この減額につきまし○武富特別支援教育室長

ては、最初、購入予定の土地につきまして、評

価額が土地の評価額とその上に建っておりまし

た建物の評価額がありまして、それが約１

億4,000万円でございました。本室では、建物等

はもう必要ございませんので、そのことをお話

ししましたら、建物については、解体費用を病

院局のほうが持つということで、その分が減額

となっております。その分が約１億5,000万円ぐ

らいでございます。以上でございます。

ありがとうございました。○井上委員

次に、教職員課でちょっと教えていただきた

いのは、教職員人事費の中の人事管理の関係の

ところの２番目の学校非常勤職員、賃金職員、

学校医等の配置に要する経費、これは日数減に

よってこれだけ補正することになったという説

明なんですけど、これは最初予定を多分されて

いたと思うのですね、各学校に必要な人数とい

うのを。これが、これほど違うというようなこ

とが実際常に起こるものなのかどうか、ちょっ

とそれを教えていただきたい。

今御指摘のありました点で○川畠教職員課長

、 、すけれども 額的に１億5,255万円ということで

率としては、14％ほどのマイナスになっており

ます。内容としましては、当初、例えばこれが

非常勤講師、それからいろいろな非常勤職員、

賃金職員につきまして、さまざまな形態がござ

いますけれども、例えば、最初220日程度で勤務

を予定していたところが、実際の実績としまし

ては、例えば、授業の時数の組み立てでありま

すとか、本人が休んだりというようなこともあ

りまして、そういうものが220日はなくて190日

であったとか、そういうふうなものの積み重な

りが一つございます。それから、大きなところ

では、中学校１年生の少人数学級推進授業がご

ざいまして、これは中学校に35人学級を導入い

たしまして、当然その学級数がふえることにな

るわけですが、それに対しまして、教科等の過

重の負担を軽減するために非常勤職員を配置す

るという制度でございますけれども、これが当

初46学級増を見込んでおりましたけれども、実

際のところは、生徒数等の関係によりまして、

学級数が38学級となりまして、それに伴いまし

て、必要な非常勤の職員数も減りました。そう

いったものがもろもろ重なりまして、結果的に

このような数字となっております。以上でござ

います。

学校の現場に影響が出るようなこ○井上委員

とではないというふうに理解していいというこ

とですね。

もう一つ、この中に学校医も入っているわけ

ですよ。この学校医も、本来学校医が必要だっ

たのにもかかわらず、その学校医を派遣するべ

きところを派遣されてなかったのかというふう

な印象を持つわけですけど、これはどうなって

いるんですか。

学校医につきましても、先○川畠教職員課長

ほどの、その他の非常勤と同じように、学校側

で困るような状況は全くございません。学校医

、 、 、が必要な 例えば 生徒の健康診断は年に１回

３日から５日程度やっておりましたり、健康相

談会を年３回程度やったり、いろいろやってい

ただいてますけれども、それは必要な学校に学
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校医を配置しまして、すべてやっているところ

でございます。

最初申し上げた学校の現場そのも○井上委員

のには影響はないというふうに、例えば、今回

本会議でも出ましたが、先生方が忙しくて何と

かかんとかとかいうお話とか、できたら、いい

教師であるべき、そしていい授業、そういう体

制がきちんとされるべきではないかという質問

とかもあったわけですが、これにはそういうこ

とに関してのバックボーンとしては全然影響は

ないんだというふうに理解していいということ

ですね。

委員おっしゃいましたとお○川畠教職員課長

り、影響はございません。

ありがとうございました。○井上委員

次、この生涯学習課の美術館の1,273万円は、

大体光熱費の節約だというふうに説明をいただ

いたんですが、例えば、美術品によっては、温

度管理というのが大変難しいところとかあると

思うんですよね。にもかかわらずという、そこ

は最低限守った上での光熱費の節約であると、

努力をされたというふうに理解していいという

ことでしょうか。

委員御指摘のとおり、美○津曲生涯学習課長

術品 それを保管する倉庫等につきましては 24、 、

時間、365日機械をとめないように、なおかつ、

湿度も温度もずっと問題ないようにグラフをつ

けております。今回、東日本大震災もありまし

て、照明、例えば入り口とかロビーとかの照明

を落としたりしての節約をやった。この電気代

の節約が850万円余りございました。

もう一つ、最後ですけれども、文○井上委員

化財課のところの、ちょっと私にとってみれば

非常に西都原古墳群というか、あそこの考古博

物館というのは、今後、宮崎県にとってもそう

ですけれども、修学旅行を引き込むためにも、

ぜひいろいろとやっていただきたいというか、

あそこのゾーンについては、丁寧な取り組みを

これからもやっていただきたいと思っているの

ですが、残念ながら24年度に延期になったとい

うことなんですけれども、これは正確に24年度

実行できるというふうに確約できる内容だとい

うふうに理解してよろしいでしょうか。

この事業につきましては、○田方文化財課長

先ほど申し上げましたように、交付決定という

のが、事業実施する期間内に来なかったという

ことなんですけれども、来年度はヒアリングが

今年度ございましたので、24年度につきまして

は、４月１日で交付を受けるという内示はいた

だいているところでありますから、事業は実施

できるということでございます。

ぜひこの西都原考古博物館を含め○井上委員

てというあそこの西都原のゾーンについては、

やはりできるだけ予算獲得と同時に、売り出し

をきちんとやっていただきたいと思うもんです

から、最後までこれには気を抜かずにやってい

ただけたらと思っております。以上です。

関連で西都原。西都原古墳群保存○中野委員

整備事業77万2,000円減額ですが、これは一般財

源ですよね。ですから、特別史跡ということで

、 、はありますけれども 国宝が出た西都原の隣の

代表質問でも言いましたが、百塚原、あそこが

荒れ放題ですよね。地元がただ現場の通路の草

刈りだけはしているという状況で、せっかく国

宝が出たところだから、これを西都原の特別史

跡と一体的にできないのかどうか。そして、こ

のお金も一般財源でやっているわけだから、こ

ういう77万円もあれば、数年かけたら何か整備

ができるような気がするんですが、百塚原は西

都原古墳群の一帯としてはみなされないわけで
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すか。

、○田方文化財課長 百塚原古墳につきましては

国の特別史跡の西都原古墳群とは違いまして、

県指定の古墳群でございます。あの中はまだ私

有地が大分ございまして、古墳のみが県指定と

かいうことになっております関係で、なかなか

除草とかそういうことに手が回ってない状況で

はございます。先ほど委員からありましたよう

に、国宝の金銅馬具類が出たのが百塚原古墳で

ございますので、そういう重要なものが出てい

るという認識はございますから、またそういう

ところも考えながらやっていきたいなと思って

おります。

今、あそこは100％耕作放棄地なん○中野委員

ですよ。だから、我々は苦竹と言うんですが、

あれがどんどん古墳の中に入り込んで、あと数

年したらもう人も入れないような状況になるん

じゃないかなという気がいたしました。私は、

、 、ここも整備して 西都原全体をもっと充実して

世界遺産登録ぐらいの挑戦ぐらいしたらどうか

と思うんですよね。何か大阪の古墳群のところ

が今それに挑戦しているか手を挙げたかという

ことで、何かで聞いたことがありますが、西都

原もそれに引けをとらないところだと思うので

すよ。あの一帯すべてですね。ですから、世界

遺産も目指してぜひ何か特別な事業もつけて

やってほしいと思います。その課長の決意を。

西都原古墳群自体が非常に○田方文化財課長

重要な遺跡であるということの認識はございま

すし、百塚原古墳もどちらかといいますと、西

都原古墳群に谷を隔ててすぐ隣の古墳群であり

ます。大分削平をされてまして、百塚原といい

ますけれども、もう今はそんなにいっぱい古墳

が残っているところではございません。ただ言

いますと、宮崎市の生目古墳とか国富の本庄古

墳とか、それから百塚原、西都原、持田という

大きな古墳群の流れの中で、やっぱり重要な古

墳であるとは考えておりますので、そういう形

での、今議員からありましたような形で、世界

遺産ということ自体はすぐすぐという話ではな

いと思いますけれども、重要な遺跡であるとい

うことで考えていかなければいけないかなと

思ってはおります。

ちゅうちょされたような課長のや○中野委員

る気なさを今聞いたが、こういうのは、世界遺

産は、代表質問でしたように、築30年ぐらいで

手を挙げたらなるんですよ。シドニーの話をし

ましたよね。だから、これも博物館そのものも

。 、世界遺産になる可能性がありますよ ですから

遠慮なく手を挙げてほしいと。教育長の置き土

産の決意を聞かせてください。

ありがとうございます。夢とロ○渡辺教育長

マンを持って考えていきたいと思います。

財務福利課の育英資金貸与事業で○横田委員

すけど これは貸与者の辞退とか中途退学があっ、

、ての減額補正ということだったと思うのですが

中途退学者へ対する対応の仕方というのはどん

なふうになっているんでしょうか。

中途退学につきまして○福永財務福利課長

は、37名実際おりました。当初は当然認定をし

て貸し付けてはおるわけですけれども、学校の

ほうと連絡を取り合っているんですが、どうし

ても修学が続けられないといったことを受けま

して、やむを得ないということで、途中から落

としたりしております。

そういう人たちの貸付金の返済と○横田委員

かはちゃんと滞りなくやられているんでしょう

か。

貸付金の返還につきまし○福永財務福利課長

、 。ては 全体的に非常に厳しい状況でございます
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その中でも退学者については、なかなか回収が

思いどおりいかないというのが実情でございま

して、それにつきましては、関係の学校、校長

。を通して行ったりしておるところでございます

わかりました。○横田委員

ついでにもう１点だけお尋ねします。学校政

策課の新規学卒未就職者のスキルアップ支援事

業、これは中途で５名が就職が決まって退職さ

れたということですけれども、非常にいいこと

だと思うのですが、抜けた部分の補充とか、そ

こ辺はないんでしょうか。もしなかったら、現

。場が困るというようなことはないんでしょうか

途中退職して空きが出た○長濱学校政策課長

ところは、再度またハローワークに登録をして

募集したところでございますが、あとはちょっ

と期間が短かったということで、募集がなかっ

たということでございます。

じゃ一応退職者が出たら補充する○横田委員

という方針ではあるわけですね。

そのような方針でござい○長濱学校政策課長

ます。

まず、総務課のほうからお尋ねし○有岡委員

たいと思います。先ほど404ページの中で、運営

費の1,700万強ですか、残がございますが、ネッ

トに関する残という話もちょっと聞き取れまし

た。それに関連するかどうかよくわからないん

ですが、学校も実は裏ネットとか２チャンネル

というような問題も今報道で出ておりますけれ

ども、こういったものに対する取り組みという

のは、今学校サイトの裏サイトというのがよく

出ておりまして、そういった対策については、

この分野の情報がありましたら教えていただき

たいと思います。

、 、○中野学校支援監 今 委員の御指摘のとおり

非常に厳しい状況にあるという認識を私ども

持っておりますが、それに対しまして、ネット

いじめに関する情報収集、そういうサイバーパ

トロール推進校と言いますけれども、そのよう

な指定を行ったり、あるいは目安箱サイトなる

ものを開設いたしまして、未然防止だとかとい

うようなところに当たっているところでござい

ます。

ぜひ予算が許す範囲で大いに取り○有岡委員

組んでいただいて、実態を把握していただける

とありがたいと思っておりますし、大きな事件

にならないような取り組みが大事だと思ってお

、 。りますので よろしくお願いしたいと思います

、 、次に 質問させていただきたいと思いますが

特別支援教育室のほうで、425ページにございま

した特別支援学校医療的ケア実施事業というの

がありまして、500万ほどの残があるようですけ

れども、実は、たんの吸引とか、そういったも

ののニーズがたくさんあると思うのですが、先

生方の研修を受けることで実施できるとか、い

ろんな法整備が改正されていると聞いていまし

、 、て そういったものに活用できなかったのかな

看護師の配置の中で不要な分があったんだろう

と思うのですが、そこら辺の流れを教えていた

だきたいと思います。

医療的ケアの子供た○武富特別支援教育室長

ちのケアについては、非常に重大な事項と考え

ておりまして、どのような子供たちが必要とす

るかは、新入生も含めて事前調査を含めまして

実施しまして、可能な限り対応していく姿勢で

ございます。今回、予算が余りました分につき

ましては、予定しておりました子供が学校に登

校することができずに長期欠席となりました。

そのため、看護師の派遣日数が減ったために執

行残となったところでございます。

わかりました。ほかには使えない○有岡委員
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ということで理解いたしました。

もう１点、最後に生涯学習課のほうにお尋ね

いたします。435ページに、地域ぐるみ子ども教

育支援活動促進事業ということで、国、県の予

算の中で1,000万ほどの残がありますけれども、

震災以降、きずな社会をつくっていこうという

動きの中で、このような地域ぐるみの教育支援

というものが大事だと思うのですが、この実態

として、どのような部分が進み、また、どのよ

うな部分が欠けているというんでしょうか。取

、り組みがうまくいってない部分がありましたら

教えていただきたいと思います。

この1,000万余りの減額補○津曲生涯学習課長

正の大きな原因は２つございます。１つ目は、

東日本大震災で国が都道府県に対する補助金の

一律10％カットを行われました。それが１つ。

もう１つは、私たち予算を立てる段階で、去年

のまず段階から市町村に希望をとります。14市

町村でこのぐらいやりますとかいうような格好

をとって、実際国に仮申請を行うんですが、実

際に市町村で今度は予算が成立した後、またそ

こで若干の差異が出ると、合わせて今回こうい

う格好です。ちなみに、国の一律カットの金額

を合わせますと500万円近く、10％切られます。

それで県も同額をつけて補助するというような

格好になってますので、この1,000万円が出てき

たという状況です。以上です。

もう少し教えていただきたいと思○有岡委員

うのですが、これはどの程度の市町村で実施さ

れているのか、全市町村でやっていらっしゃる

のか、そういったことも資料がありましたら教

えていただきたいと思います。

まず、地域ぐるみ子ども○津曲生涯学習課長

教育支援は２つのメニューに分かれておりまし

て、１つが学校支援地域本部事業という事業が

ございます。これが23年度は全26市町村のうち

の14市町村、それから30の地域本部という格好

で実施をしております。そしてもう一つのメ

ニュー、放課後子ども教室というのがございま

す。これが14市町村に61の教室があるという現

状です。私どもといたしましては、今回、24年

度の事業に向けても、すべて26市町村で取り組

んでいただけるよう、すべての教育委員会を私

自身も回らせていただきまして、各教育長さん

と御相談をしました。この事業、実は国が３分

の１、県が３分の１、地元市町村も３分の１の

負担がある。それから、一番大きな事業費は、

この中では人件費になります。地域と学校と子

供たちをつなぐためのコーディネーターという

のがございまして、そのコーディネーターの人

件費でございまして、そこは一番大きなネック

となって、実際26市町村の中で、先ほど私、14

市町村とか申しましたが、実は宮崎市が直接国

とやっております。県の補助金は宮崎市は受け

ておりませんので、宮崎市を足しますと15の市

町村、それから放課後子ども教室につきまして

は、宮崎市を足しますと15の市町村で92の教室

という格好になります。以上でございます。

ぜひ子供たちにとって大切な事業○有岡委員

ですので、26市町村全部また取り組んでいただ

。 。ければありがたいと思っております 以上です

議案第74号「修学支援基金条例○河野委員長

の一部を改正する条例」ということで、先ほど

の説明の中で 平成23年度第３次補正予算によっ、

て、この条例を延長ということで今回議案とし

て出されていますが、それに合わせて、実施要

領の改正も行われると聞いているんですが、そ

の内容を確認したいんですけれども。

今回の基金延長にかかわ○福永財務福利課長

ります条例改正ですけれども、国のほうの高校
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生等修学支援基金事業実施要領というのがござ

いまして、この要領の改正によって行うもので

ございます。この改正の要領につきましては、

当該基金の活用に当たりましては、低所得世帯

及び特定扶養控除の見直しによって負担増とな

る家計に対しまして、負担軽減制度を整備する

ということが条件となっております。

低所得の世帯に対しては、これ○河野委員長

は今までも軽減措置等やっているというふうに

お聞きしたんですが、その他、先ほど今の高校

授業料の無償化ということで、国は検証してい

ますが、その中で特定扶養控除の縮減によって

負担増になっているという実態もお聞きしたん

ですけれども、そこら辺の把握はどういう報酬

というんでしょうか、負担増になっているとい

う、そういうものはつかんでいらっしゃいます

か。

負担増となっているとこ○福永財務福利課長

ろは、例えば、授業料無償化は年間11万8,000円

程度要らなくなったといいますか、不要になっ

たということになっているんですけれども、定

時制、通信制の生徒に関しましては、授業料自

体が年間安いということで、特定扶養控除後、

額と比べまして、廃止して、税額がふえており

ます。その差が出るところが定時制、通信制、

それから特別支援学校の高等部の生徒たちの家

計というふうになっております。

既成の制度で減免されていたそ○河野委員長

ういう校種の世帯で、残念ながら負担増という

ことで、これについても負担軽減の対象になる

ということで国から通知があったんですが、こ

れは都道府県の判断によるという一文もたしか

あったと思うのですけれども、宮崎県はこの措

置についてしっかりと対象者として減免措置を

やっていくのか、その確認をちょっと。

今回の国の実施要領の改○福永財務福利課長

正を見まして、負担期限制度を整備することが

定められております。24年度以降の基金の活用

に当たりましては、返還を猶予する制度、これ

を設けなさと、整備することが条件となってお

りますけれども、本県では従来から返還猶予の

期限を定めずに、同等の制度を整備しておりま

す。ですから、返還猶予を行っているところで

ございますけれども、その条件といたしまして

は、例えば、高校・大学在学中とか、それから

災害、疾病その他やむを得ない場合に返還猶予

しているところでございます。

再度確認ですけれども、この特○河野委員長

別控除の縮減によって、負担増にならった定時

制、通信制、それから特別支援学校の世帯も対

象に県はしていくということで確認してよろし

いでしょうか。

今の制度で返還猶予を○福永財務福利課長

行っているところは、現在、定時制が６世帯、

通信制も６世帯を行っております。以上でござ

います。

総務課にちょっとお聞きしたいの○井上委員

ですが、教育研修センターのことなんですけれ

ども、この予算でいくと、運営費の中で1,700万

ほど執行残が出ていますよね この研修センター。

というのは、非常に重要な先生たちのメンタル

な部分だとか いろんなことをこの研修センター、

で受け入れていただいているんですけど、そし

てまた、相談事業は非常に保護者にとってみる

と、あそこというのは一つの窓口でもあるわけ

ですけど、今回のこの執行残と言われるような

もの、運営費の中の執行残、相談件数が非常に

格段に減ったのか、何か背景みたいなものがこ

れはあるんですかね。

今、委員御指摘の執行残は、○安田総務課長
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研修センターで運営をしております教育現場向

けの教育ひむかネットといういわゆる情報シス

テムを更新するに当たって執行残が出たという

ことで、今回補正をお願いしております。具体

的に言いますと、子供たちが学校現場で使うパ

ソコン等では、例えば有害情報が入ったらいけ

ないとか、いろんなことがありますので、いわ

ゆる教育専用のネットを組んでおります。その

機械が導入以来６～７年たって、一方で情報が

、 、ふえているもんですから とまってしまうとか

いろんなふぐあいが出ました。本年度、更新を

したんですが、更新は１月に新しいシステムを

動かし始め、その際、当初は10月から新しい機

械と古い機械を併用しまして、スムーズに移行

したいというふうに考えたんですが、実際に発

注業務する中で、そういったことはなくても十

分スムーズに移行できるということで、現実に

は１月からシステムを入れたものですから、当

初６カ月間考えておりました分が３カ月で済ん

だと。さらに発注に当たりましては、企画コン

ペ等も行いまして、その際、さらに金額がかか

りましたものですから、こういった執行残が発

生したものであります。以上です。

どうもありがとうございました。○井上委員

暫時休憩いたします。○河野委員長

午前11時53分休憩

午前11時54分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

この後は午後からということでよろしくお願

いします。

暫時休憩いたします。

午前11時54分休憩

午後１時０分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

次に、その他の報告事項に関する説明を求め

ます。

常任委員会資料の３ペー○長濱学校政策課長

ジをごらんください。

宮崎県立高等学校教育整備計画（案）につい

てであります。

まず、１の本計画（案）に対するパブリック

コメントの結果についてであります。

（１）概要にありますように、１月30日から

２月27日までの約１カ月間募集し、52名の方々

から104件の御意見をいただきました。その御意

見への対応につきましては、後ほど説明いたし

ます。

（２）周知方法については、前回の本委員会

で、幅広く募集する手立てをとるべきだという

御意見がありましたので、ここに挙げましたよ

うに、広く県民の皆様、特に保護者の皆様に周

知を図らせていただきました。

それでは、別冊１をごらんください。

この別冊１は、パブリックコメントに対する

対応について、県のホームページに掲載する予

定の案であります。

１ページをお開きください。

体裁といたしまして、左側から整理番号、基

、本計画・前期実施計画における関連記載ページ

次が御意見の要旨、そして同じ趣旨の御意見の

件数、御意見を精査した上での修正の有無、県

の考え方というふうに記載しているところでご

ざいます。

なお、整理しました番号は、計画（案）に関

連するページの順としておるところでございま

す。

いただいた御意見の要旨の内容を簡潔に紹介

いたしますと １ページの１番から３ページの10、
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「 、番までが 本県教育の質の向上を図るとともに

そのための手立てを工夫すべきである」といっ

た御意見でございました。

３ページの11番から15番までが 「教育の情報、

化をさらに推進してしていくべきである といっ」

た御意見、３ページの16番から４ページの17番

が「障がいのある子どもに対する支援を強化し

てほしい」といった御意見、４ページの18番か

ら21番までが 「地域の協力もいただきながら、、

子どもが通いたくなるような学校の魅力づくり

をもっと推進していくべきである」という御意

見、５ページの22番と23番が 「生徒減少の中、、

小規模の学校では教育活動が活性化しないなど

、 」 、の理由で 統廃合すべきである という御意見

５ページの24番から６ページの30番までが 「通、

学の利便性、親の経済的負担などを考えると、

小規模の学校の統廃合は慎重にすべきである」

といった御意見、６ページの31番から７ページ

の36番までが 「具体的な学校名を挙げて、学校、

」 、を存続させていくべきである といった御意見

７ページの38番から８ページの42番までが 「教、

育整備計画策定に当たっては、県民、地域の御

意見を幅広く聞いて、地域の実態把握にも努め

るべきである」といった御意見、８ページの43

番と44番が 「本県の高等学校の適正規模の見直、

しを図ってはどうか」といった御意見、以上の

ようなことでございました。

これらのいただいた御意見の要旨を、今後ど

のように反映させ、取り組んでいくのかという

ことや、県教育委員会の基本的な考え方を一番

右側の「県の考え方」に記述させていただいて

おるところでございます。

このいただいた御意見をつぶさに分析し、検

討を行った結果、具体的にこのように修正して

ほしいという御意見ではなく、現在の計画案を

具体化する際に、意見が反映されるよう配慮し

てほしいとの御意見であると判断したところで

ございまして、特段修正が必要な箇所はないと

したところでございます。これらいただいた貴

重な御意見については、すべて今後の施策等の

推進の参考にさせていただきたいと考えており

ます。

恐れ入ります。再度常任委員会資料３ページ

にお戻りください。

２番、教育整備計画（修正案）についてであ

ります。

前回の本委員会でいただいた御意見は、教育

委員会にすべて報告いたしまして、その対応に

ついて協議されましたが 特に活発な議論となっ、

たテーマが２つございました。

資料にはございませんが、教育委員の意見を

御紹介しますと、まず１つ目は、本会議でも御

質問が出されたところですが 「全国的にも１学、

年２学級規模の学校が多く存在する。本県でも

１学年２学級規模で高校を存続させることを明

記してはどうか」という御意見に対して、教育

委員から 「 １学年４学級以下の高等学校につ、「

いては、大幅に定員を満たさない状況が続くな

ど、さらに１学級の削減をせざるを得ないこと

が予測される場合には、統廃合を検討します」

としているので、その実態を見きわめた上で、

１学年２学級規模の学校については検討すべき

ではないか 、また 「それぞれの学校が魅力あ」 、

る学校づくりをしていくことがまず大事であ

る 「１学年２学級規模でも高校を存続させる」、

ということを明記してしまったら、地域の学校

存続させるための取り組みが後退してしまうの

ではないか」などの意見が出て、計画案のまま

で修正なしとなりました。

次いで、２つ目ですが 「現在、中高一貫教育、
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校は、県北、県央、県南にバランスよく設置し

、 。ているという表現は 適切であるとは思えない

例えば、県北の延岡地区に中高一貫教育校を設

」 、置してはどうか という御意見に対しましては

教育委員から「確かに中高一貫教育の学校のタ

イプからすると、バランスよく設置していると

いうのは少し無理があると思う 「中等教育学」、

校である五 瀬中等教育学校は、県内全体からケ

入学している学校である 「延岡市には、以前」、

は中高一貫教育校を設置してほしいという声も

あったが、市内には既に私立の中高一貫教育校

が２校あり、また、延岡高等学校に、メディカ

ルサイエンス科が設置されたことなどから、最

近は、延岡市に中高一貫教育校を設置してほし

いという声は聞かれなくなった」などの意見が

出て、この箇所は一部修正することになりまし

た。

修正した箇所は、抜粋して資料に四角囲みで

示しておる２カ所でございます。

まず、基本計画（案）の前回案では、下線部

「現在、県北、県央、県南にバランスよく設置

していることや、今後の生徒数の減少が予測さ

れることから、新たな設置についての検討をす

る予定はありません」という表現でありました

けれども、修正案で下線部 「県内に３校設置し、

ていることや、今後の生徒数の減少が予測され

る中、公私立中学校への影響を考慮し、新たな

設置について検討する予定はありません」とい

たしました。

、 （ ）同じく その下にあります前期実施計画 案

におきましても、同様の内容はありますが、こ

の部分も基本計画（案）と同じ表現で修正いた

しました。

お手元にございます別冊２は、ただいま御説

明いたしました箇所を修正した修正案でござい

ますが、基本計画（案）のほうでは18ページ、

後ろのほうに掲載しております前期実施計画

（案）では４ページにその記述箇所がございま

す。先ほど申したように、変更しておりますの

で、御確認をいただければと思います。

なお今後は、この修正案について、本日この

後、本委員会にて御意見をいただき、その御意

見を教育委員会に報告し、検討がなされた後、

「 」教育委員会で 宮崎県立高等学校教育整備計画

として決定をし、その後、公表することとなり

ます。

続きまして、常任委員会資料４ページをごら

んください。

平成24年３月県立高等学校卒業予定者の１月

末現在の就職内定状況について御説明いたしま

す。

卒業予定者は7,649人、就職希望者は2,346人

です。そのうち、県内希望は1,282人で、これは

就職希望者の54.6％、県外希望者が1,064人で、

これは就職希望者の45.4％となっております。

、 、１月末の内定者数につきましては 県内1,206人

県外941人、合わせて2,147人となっております

が、これを内定率で見ますと、県内が94.1％、

県外が88.4％、全体の内定率は91.5％となり、

前年同時期が88.3％でありましたので、3.2ポイ

ント上昇しております。

下のグラフは、月ごとの過去２年間と今年度

の内定率の変化を比較しているものでございま

す。

昨年と比較しまして、県内・県外の内訳を見

てみますと、県外の内定率は昨年と同じであり

ますが、県内の内定率が5.9ポイント上回ってお

り、９市経済状況は継続している中で、高校生

の採用に対し、県内の企業から例年以上に協力

をいただいている結果であると言えると思いま
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す。残りの就職未決定者につきましては、今後

ともハローワーク等の関係機関と緊密な連携を

とりながら、各学校の進路指導部や進路対策専

門員を中心に、就職決定に向けて支援を行って

まいります。

以上でございます。

その他の報告事項に関する執行○河野委員長

部の説明が終了いたしました。質疑はありませ

んか。

余りいろいろ言いたくはなかった○中野委員

し、代表質問しましたから控えたいと思ったん

ですが委員長報告の中に盛り込むためには、発

、言しておかないかんということらしいですので

代表質問で言ったことの繰り返しも一部あると

思いますが、質問していきたいと思います。

この高校再編整備計画の中身ですが、今まで

委員会あるいは代表質問で、２学級制を認めて

ほしいと。だから、この整備計画の中にそのこ

とをどこか明文化してほしいということでした

が、代表質問でもそれをオーケーという返事は

もらえなかったし、きょうの説明を見ても、修

正ということには触れられておりませんから、

されないということですね。実際は前のこの委

員会で教育長がその２学級制を暗に認めるよう

な発言もされたし、それから、ぶら下がりで担

当課長がそのことを言及されている新聞があり

ました。それで、実質的にはその２学級の状態

。が認められるのだなという気はするんですよね

しかし、それでも明文化してほしいという、新

たにまたここで要望をしますが、それで、この

文言を、いろいろ修正が出ましたが、１カ所、

どうしても修正をしてほしいというか、あと１

文字つけ加えてほしいと思うのですけれども、

適正規模云々ということで 「大幅に定員を満た、

さない状況が続くなど、さらに１学級の削減を

せざるを得ないことが予測される場合には、統

廃合を検討する」と 「統廃合だけを検討する」。

という、そこの「統廃合」の次に、統廃合を検

討するということは、統廃合だけを検討すると

いうことになるから 「統廃合等」を検討する、、

「等」という字を入れておってもらえば、後々

非常に小規模校にしては都合がいいがなと。た

だし書きから下が生きるためにも、いろいろな

ことで適切に配慮するということも書いてある

わけですので、ぜひその文字を入れておってほ

しいと、こういうことを再度お願いしたいと、

こういうことでございます。以上で質問を終わ

ります。

ありがとうございます。○長濱学校政策課長

、 、ただいまの件につきましては 持ち帰りまして

教育委員にも報告いたしまして、検討していた

だくということになるかと思います。

ありがとうございます。ぜひ委員○中野委員

会での御検討をよろしくお願いいたします。

それから、同じくこの整備計画の中で、今度

はこっちの冊子のほうですが 18ページ この18、 。

、ページには中高一貫教育のことがずっと書いて

併設型とかありますよね。それで、連携型とい

うのは、まだ宮崎県にはないんだけれども、現

実は、連携型についてどうするかを研究してい

、く必要があるということで結ばれておりますが

ぜひ現実的にはこういうことを地域内で連携が

とれないとか、併設型も含めて、今小中高一貫

教育のところを一歩推し進めて、ぜひ前向きに

検討してほしいとこう思いますので、ここは文

言はこのままでいいんですけれども、そのこと

。 。を強く要望しておきたいと思います 以上です

今回 高校受験の一般試験も終わっ○有岡委員 、

たようですので、倍率等を見ながら感じること

なんですけれども、ここで言う普通科、例えば
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大宮の文情のように理数系の専門学科 こういっ、

たところが人気があったり、また職業系の専門

学科、こういったところの倍率が高かったり、

そういう傾向があるようですけれども、今の傾

向を見る中で、例えば、パブリックコメントの

中でもありましたように、日南のほうでこうい

う理数系の専門学科が欲しいとか、そういう声

があるようですけれども、今後、体系的に設置

が必要であるかを検討していきますということ

の表現があるんですが、今回の倍率等を見て、

そういったものの見直しというんでしょうか、

総合学科というふうな学科があったり、当然普

通科というのがあるんですけれども、その中の

理系の専門家という、そういったものが今後ふ

えていく傾向があるのかなと見ているんですけ

れども、そこら辺の今年度の23年度の入試の動

向を見て、どのような見解をお持ちなのかなと

思って、何か教えていただければいいと思うの

ですが、いかがでしょうか。今回の現状を見ま

して。

実は、定員割れの学科が○長濱学校政策課長

半分ほどございました。全体倍率が1.0数倍とい

うことで、少しある学校に集中しますと、当然

ほかが定員割れになるという状況にはあるわけ

でございますが、ただ、全体的にはやはり定員

割れが多いというのは、我々はいつも重く受け

とめております。それで、学科ごとの特徴とし

ましては、確かに普通科系専門学科は今非常に

高い、ただ普通科そのものは、これもまた残念

ながら非常に定員割れが多い。それから、学科

におきましても、ある特定の学科、いわゆる工

業とか農業とか、そういう特定の学科だけが高

いというのではなくて、その学科内のまたさら

に小学科、例えば機械科とか電気科、そういう

、 、ところに偏りがあるということで その辺を今

委員のほうから御提案がありましたように、今

終わったばかりですが、ここ数年来の状況を分

析しながら、この学科のあり方をどうしていけ

ばいいのか、特に先ほどもお触れになりました

けれども 総合学科は全体的に定員割れがちょっ、

と大きいという状況もございますので、今後、

。そこは課題と受けとめていかなきゃいけないと

分析して改善を図る方向で検討してまいりたい

と思っております。

どうぞ特徴ある学校づくりのため○有岡委員

にも、この点をまず検討いただければありがた

いと思います。ありがとうございます。

１つだけ。もういろいろ議論して○井上委員

きた内容なので、改めて言う必要はないと思う

、 。のですけれども 公立と私立との関係ですよね

今後、やっぱりそこがすごく公立の高校にも影

響してくる可能性と、それから、今有岡委員か

ら出たような意見も含めて、そこを私立がやる

ということになったときに、公立はどういう役

割を果たすのかということ、全体的なそういう

私立と公立との関係、それはどのようにしてい

くおつもりなのか。また、協議会で云々という

話になるのかもしれませんが、全体的にそのこ

とは非常に影響してくるので、その分析をどう

していくのかというのが、あまり明確にはどれ

にも書かれてはいないので、そのあたりについ

ては、従来どおりですよという、鈍い感覚なの

かなという気はしないでもないんですが、そこ

についてはどのようにお考えですか。

私立との関係でございま○長濱学校政策課長

すけれども、御存じかと思いますけれども、従

来から公私立比率を７対３ということを一応基

準にしながら、毎年、公立私立高等学校協議会

公私協といいますけれども、そこで協議を―

いたしておるところでございます。それで、昨
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年からこの会議が大きな会が一つ、いわゆる本

会議があって、その下に幹事会とあるわけです

けれども、この幹事会をもうちょっと回数をふ

、 、やして 意思疎通をもっと図ろうということで

昨年からそういう改革をいたしまして、お互い

、 、 、先ほど出ました内容 学科の問題 定数の問題

あるいは入試で二次募集をどうするかというよ

うな問題等を、腹を割った形で今協議ができる

体制ができ上がっているところでございます。

また この案につきましても 先般御説明に参っ、 、

たところでございますので、また案についても

協議する場を設けたいというふうに考えており

ます。

学力の面もキャリア教育の面も含○井上委員

めてそうなんですけれども、やっぱり公立の持

つ役割というのが、宮崎県の場合は、お一人お

一人の年間所得とかを考えれば、公立が持つ役

割というのは大きいと思うのですよね。再三申

し上げているけれども、それを考えれば考える

ほど、そこをきちんと、やはり公立の役割と私

立はただやればいいと、そこに手を出せるとこ

ろの分野にすべて手を出せばいいという状況で

は、そこが野放しだとやっぱりまずいと思うの

。 、ですよね 十分な議論をそこはしていただいて

宮崎県全体の教育をどうつくり上げていくかと

いう方向で議論をしていただけるように要望し

ておきたいと思います。

就職率のことで、このたびの内定率は非常に

高く、大変うれしく思っています。教育長を初

めとして、各企業を回っていただいたり、いろ

いろやっていただいた効果が非常によくあらわ

れてきているというふうに評価をしているとこ

ろです。そしてまた、この整備計画の中でもあ

るように、キャリア教育を徹底してやっていこ

うという姿勢みたいなのがしっかりと出ている

ので、企業側の受け入れもいいのかなという思

いがしています。それで、多分就職に携われた

先生方の御苦労が実るということもこれありと

、 、いうふうに思いますので 今回の具体的な対策

どのような対策をとられて、このような結果を

生んだのかということと、それから、これは一

つは雇用状況の変化というか、県内企業がある

程度少し上向いてきたというふうに理解してい

いものかどうか、そこあたりを教えていただけ

たらと思います。

まず、やはり東日本大震○長濱学校政策課長

災等によって求人数が減少するという危機感を

非常に県内全体いろんな機関が持たれたと。そ

こで、主要経済団体とか企業等へ、先ほど紹介

がありました教育長を中心に求人要請を何回も

したと、その危機感を訴えてきたというのがま

ず１点目であるかと思います。

それから、各学校に進路対策専門委員を27名

配置しておりますけれども、これが非常に効果

が大きかったと。それと、ハローワークもジョ

ブサポーターを12名配置していただいて、各学

校、企業等を回っていただいたというのが２点

目でございます。

それから、お尋ねの関東関西方面の求人は確

かに減りましたが、県内の企業からの求人件数

は、確かに増加しております。そしてまた、採

用時期を早めていただいたと。ここが非常に今

までの高さを物語っている。特に介護福祉分野

が非常に伸びたというところが特徴であるかと

思います。

それから、連携という点では、宮崎労働局あ

るいは地方公共団体、学校、労働界、地域の産

業界で構成する宮崎新卒者就職応援本部という

のを立ち上げまして、昨年以上に就職率を上げ

ましょうという目標を掲げて 産学官一体となっ、
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て就職支援に取り組んだということです。

そして最後ですが、これはやはり生徒たちが

そういう厳しい状況ということを受けとめなが

ら、一生懸命努力をしていたと。そして、これ

までどうしても高望みしたりとかして、マッチ

しなかった部分もあるかと思いますけれども、

その辺はしっかりとキャリア教育を踏まえなが

、 。ら 自分に合う企業を慎重に選んで受験したと

そういう等々、こういうような要因がこの結果

を招いているんじゃないかなというふうに考え

ております。以上でございます。

丁寧な説明ありがとうございまし○井上委員

た。ぜひ、学力もそうですけれども、学力も底

辺の部分の学力はしっかりと基礎学力をつけて

いただくということは、ぜひぜひお願いをした

いと思います。でないと、就職を受けさせよう

とする先生方は、もう一度小学校、中学校から

振り返って勉強させて、それから就職試験を受

けさせるというような状況になっていることも

現実ですので、そこについても丁寧な指導をお

願いしたいと思いますし、もう一つは本当に教

育長、丁寧に回っていただいてよかったなとい

、 、うふうに思うのですが やっぱり企業に対して

いろんなところの企業に対してもそうですけれ

ども、宮崎県の子供たちは、やっぱりキャリア

教育、インターンシップも含めてそうですが、

そこを丁寧にやっているということのメッセー

ジ性を、先ほどちょっと総務課長に聞こうかな

と思ったぐらい、広報費というのをどのように

使うか、何に使うかということが、今後も問わ

れると思うのですけれども、そのあたりのメッ

セージをできるだけ大きく声高に述べていただ

いて、宮崎県の子供が本当に自分が思ったよう

な、夢が実現できるような方向で就職できるよ

うにしていただければと思っております。最後

あれなんですけれども 教育長に実際企業に行っ、

ておられて、どのような実感をお持ちになった

のかを聞かせていただきたいと思います。

ありがとうございます。私も、○渡辺教育長

数多くというわけにはまいりませんけれども、

毎年企業を訪問いたしまして、本県高校生の採

用についてお願いをしておりますが、全体的な

、 、企業の皆様 役員の皆さん方のお言葉としては

非常によく働いてくれると。本当にまじめに仕

事してくれていると。そういうお褒めの言葉を

いただくことが非常に多かったです。ただ、中

には社会人としての基礎づくりというんでしょ

うか、あいさつですとか、上下関係ですとか、

そういったところをやっぱりしっかりはぐくん

でほしいと そういう中で ある企業の方がおっ。 、

しゃっていましたけれども、スポーツをやって

いる方はその辺がしっかりできていますねと、

こういうふうな反応がありまして、やはりこれ

から、そこ辺の基礎づくりの部分で、もともと

いいと思うのですけれども、キャリア教育とい

う視点で、しっかりと取り組んでいかなきゃい

けないなと。もっともっとよくしていこうと、

そういう思いでありました。今後とも、極力教

育委員会として企業に出向きまして、率直なお

声、生のお声をお伺いしながら、子供たちが社

会で立派にやっていけるように、我々としても

、 。努めていきたいと このように思っております

ありがとうございました。

ありがとうございました。これだ○井上委員

け内定率が上がると、ある意味、あとどうする

んだろうという心配が、あと8.5％、希望してい

る人たちがいいところに行っていただけるとい

。 、いなと あとはちょっと大変だと思いますけど

よろしくお願いしておきたいと思います。

その他ございませんか。○河野委員長
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〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは以上をもって教育委員○河野委員長

会を終了いたします。執行部の皆様、お疲れさ

までした。

暫時休憩いたします。

午後１時32分休憩

午後１時36分再開

委員会を再開いたします。○河野委員長

採決についてでありますが、申し合わせによ

り委員会審査の最終日に行うことになっており

ますので、９日に採決を行うこととし、再開時

刻を13時30分としたいと思いますが、よろしい

でしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それではそのように決定いたし○河野委員長

ます。

次に、委員長報告骨子案についてであります

が、ただいまの御意見等を参考にしながら、正

副委員長に御一任いただくことで御異議ありま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

その他何かございませんか。○河野委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

以上をもちまして、本日の委員○河野委員長

会を終わります。

午後１時37分散会
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平成24年３月９日（金曜日）

午後１時31分再開

出席委員（７人）

委 員 長 河 野 哲 也

副 委 員 長 後 藤 哲 朗

委 員 中 野 一 則

委 員 横 田 照 夫

委 員 外 山 衛

委 員 井 上 紀代子

委 員 有 岡 浩 一

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

議 事 課 主 査 本 田 成 延

政策調査課主査 藤 村 正

委員会を再開いたします。○河野委員長

まず、議案の採決を行います。

採決につきましては、議案ごとがよろしいで

しょうか。一括がよろしいでしょうか。

〔 一括」と呼ぶ者あり〕「

それでは、一括して採決いたし○河野委員長

ます。

議案第56号、第68号及び第74号につきまして

は、原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

御異議なしと認めます。○河野委員長

よって、議案第56号、第68号及び第74号につ

きましては、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。

その他、何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で○河野委員長

本日の委員会を終了いたします。

午後１時33分閉会




